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 “Remembrances of life in Taiwan” is a memoir left by Atsushi Shidama, who was born in 
Sumiyo on Amami Oshima. Shidama (1907-1956) moved to Osaka in order to attend an English 
language school. Subsequently, he became a police officer in Taiwan under Japanese rule. In the early 
1930s, Shidama worked in an area where there was a detention camp for indigenous people involved 
in the Wushe incident. A part of Shidama's diary is included in “Modern History Materials 22 Taiwan” 
(Misuzu Shobo, 1971) for a record of the second Wushe incident.
 Shidama's daughter Atsumi has had kept of “Remembrances of life in Taiwan” about for sixty 
years. Shidama started writing this memoir, divided into eleven chapters, toward the end of his time in 
Taiwan. It comprises reminiscences and various literary items, yet Chapter 11 has a different character. 
It covers the period from 6 December 1945 to 2 October 1946. The content can be divided into a) a 
record of the 49 days he spent waiting to be repatriated from Taiwan to Japan and b) a record of the 15 































































































































































く日本が立派 立り直るまでは続くであらう。或る人が言つた「闇市の根強さは窮屈な粋に対する無言の抗議なんだ」と。八月五日余は頭の中では此の頃の思想傾向など分かつたつもりでゐるが具体的な問題にぶつかると習慣 力といふのは恐ろしいもの やつぱり封建 考へをしたりそれを言行に現はしたり 。世の変転とはい 過去のすべて 捨つべきえはないと思ふが故る。一巡査長でしかなか た余ではあるが台湾省民から神様とまでいわれてなつかしまれ、終戦後迫害を受けた者の往々あつた中 も大手を振つ 歩けた 引揚の日など公職者も自由業者も駅迄送つてきて泣いて別れてくれ ことを思へばもう一生埋木となつたところで悔やむところはない。社会教化委員や方面委員や婦人会の顧問 どを嘱託されてゐたいへ別段彼等のため働きがあつたわけでもないが「心 貴族」を信条とする余の姿が知らず〳〵婦女子達にま 沁み込んでゐたであらうと思ふ。八月十五日我等待望乃大島への船がいよ〳〵今日から許されて出る に つた。先般第一回乗船の通知を受けた者ばかりでなく皆 顔がいくらか晴れやかになつてをる。たヾうちようてんになりきれ いのは自身の順番が分 ら いためである。


















自分が警察部勤務中大島へ出張して古仁屋に滞在中アメーバ 罹り郷里へ帰り かつた時の心を思ひ起せば皆さんがどんなにか望郷の念にかられてをられるかはよく分かる。ほんとに心で泣いて断 つ



















２、マツクアサ司令部では十二月三十日の指令で今回の総選挙は北緯三十度の鹿児島県大島郡の小さな島などに限定することを指令して来たので奄美大島沖縄地区は今度の選挙には除外され になつた。これが現在の我が郷里の姿である。何日になれば帰還が許され だらうか。思へば寂寥ヒシとせまる。七月二十日此の頃美坊が食生活の不足で痩せてゐるながら不思議にも闇市場へ出かけて親の手伝をやる。郷里に帰りつくまでは学校へも行け いことを思ふと戦争の責任は奄美人と琉球人とでのみ負ふてをるやうなひがみさへ起る。一つ積んでは父の為、二つ積んでは母の為と御詠歌が思はず口に出てくる。あの賽の河原 は小供の地獄で多くの子供 石 塔を積み重ねると火焔を吹き し子供も共に燃えて白骨となる
 その時地蔵









れてくるのかよくもあれだけ品物を集めたものだ統制と配給で物の世界を忘 てゐた大衆 金さへ出せば何 も買へるのにチヤームされるのは当り前だ。だから闇市だけ 細る人民をよそにふ
（翻刻）『切れ切れ乃思ひ出　在台湾』　師玉厚：高嶋朋子170





































他ノ布告並ニ命令又ハ法規等 於テ英文ト其ノ他ノ訳文ノ間ニ矛盾又ハ不明ノ点生ジタル場合ハ英文ヲ以 本体 ス一九四五年十一月二十六日
　
南西諸島軍政長官











































































































































台湾境内の銀行預金は預金者名義宛に関係銀行より台湾省接収委員会日産処理委員会に代つて証拠書類を発給するものとす本省引揚げの日人は明細 各三部作成すべし（各区郷鎮の責任者に配布して使用せしむ）日人財産接収は引揚期日 五日前に行ふ銀行は当該日人に領収書を発給する五月二十日此の頃はどうしていヽかわからない程よく迷ふそれにつけて思ふことはルソオの懺悔録の一節である「私は二十を過きて一になるところであつた。齢に相応するだけの才気は発達してゐたが分別は まだ進まなかつた……世間をも人間をもしらなかつたからである」孔子の如き聖人ならかうした乱世にお ても迷はないであらうなんて思ふと
（翻刻）『切れ切れ乃思ひ出　在台湾』　師玉厚：高嶋朋子172
今日はひねもすかう思ひながらくらす。四月二十一日高松宮宣仁親王殿下引揚者援護事業御視察のため御成遊ばさる背広服の平民的御姿に胸せまる。四月二十二日官公吏帰国申告者を県庁内の総督府出張所員に提出す。（北斗郡弐四五九）住所移動の際は直接左記へ通知を要す東京都麹町区霞が関内務省内台湾総督府出張所長五月十三日来る十六日を期し厚生省援護局から県庁へ事案を引継がれるので集団疎開や縁故疎開をすすめらるヽので今日は伊敷宿舎を出て新屋敷町一五六（四区二班）にバラツクを五百円で手に入れ引越した。狭いながらも楽しい我が家と軽口も飛び出る。余は曽つて丹下左膳で馴染の風来坊蒲生泰軒に似たりとて大阪浦江の貧乏長屋にゐた二十頃既に「泰軒先生々々々々」と愛称？を奉まつられて得意になつてゐたがトンがり長屋ならぬ空襲生々しいバラツク村に来 その頃を追ひ実に微苦笑 禁じ得 い。富雄叔父の友人杜富夫氏の肝入でこれでもまあ手に入つたが多くの引揚者達はねぐら求めて毎日 やうにうろつき廻はつてをる。今更ながら持つべきは親戚や知己と思ふ。



















































は中国の共産化問題だ。しかし之は簡単には行くまい何故なら民国十七年以来国民党の共産党に対す 破壊的宣伝が全国に浸潤して有産階級が蛇蝎視してゐる上に無産階級の大部分もみな事なかれ主義の症が多いしまた民族意識の高潮は共産思想と一致出来ずそれ といつて内乱は民衆も望まない。よく終戦前までは抗日排日といふことを聞いたが抗日は日本の侵略に抵抗することで排日は日貨排斥を意味するだらうと思ふ 、そうだつたら排日と抗日とは関係があつても行動は必ずしも同一で ない
 抗日は軍事的な行
動で侵略が止めば抗日も止むはずで排日 経済的 意味が多く軍事的侵略がない時でも起り得る。しか 排日 を 人自ら仰々くいふこと かへつて中国の民衆に妙な考へを起させる。余はかうしたことを言ひもしないが考へ しない。こちらへの引越しは李瑞香氏と胡新者氏がわざ〳〵牛車持参でやつて来られた
 人間は感情的動物である
 古今東西例外あるべき筈はな





北風ばかり夜を日についで吹いてゐたのが今日 南風になつた。胡新者氏のたつてのすヽめに甘藷貰いに行く。思出の川辺部落 ここへ来てから初めて充たのだが心な か不気味な色が漂つてゐた。時が時だから以前のやうに漫然と情緒や気分 満喫ばかりで満足出来ないのが寂しい、あちらにゐた時は余の髯は伸びほうだいだつた。農作物と伸び競へ
をしたわけではないが働くことに心根を傾けつヽ折にふれては髯の歴史 調べたこともあつた。今は剃りたての顎を物足らぬ気で一寸さわつてみる。昔は髯を神聖とした時代がある。エデンの園では人類の祖アダムが髭があつたといふのでユダヤ人は髭を神の賜 して崇拝しアングロサクソン民族は他人の髭を害したら損害賠償金を支払はせロシ 民族アイヌ民族などにも類似の掟があつた。我国でも同様の掟が須佐之男命 伝説にある 本来我国では髭を尊び、自然のまヽ生やし放題だつた。平安朝以来唐乃文化により剃るやうになつ 。荻生徂徠の「南留別志」にも男の髯を剃ることは男風盛となりて眉を作り薄化粧せし頃よりのことなるべし―と記してをる。敦盛公や牛若丸をみれば理解されるわけだ。しかしこれは公卿階級やそれを真似 ものだけの話で武士は依然髭を尊 ないも を卑む風習があ た。この傾向は徳川中期まで栄へたが元禄時代に至つて一変し、野暮な髭は俄然排斥された。 ところが明治以来洋風 入ると共に復活し四月三日
　
星期二
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を要求したるも余笑つて応ぜざりしにより隣家の徳永氏がたよ 持ち来たつて打つ。数刻後代表者三名見え「師玉さんと知らずにやつたことですから許して貰ひたい」と言ふ。 か やがてはやつぱり
一般日僑と同じく彼に渡してやらねばないと思ふ。三月五日けふはみんなが涙を飲んで引揚てゆく。二千六百年の歴史に曽つてなかつた姿だ。あの家もこの家も内も外もいろ〳〵と取り散らされてゐる。緒の切れた下駄草履牛足のとれた人形、壊れた鍋釜、使い古した鋤鍬、破れたザル等々々、そのすべて 間生活に縁の近いものだけに一層の哀愁感が る。かうしたことはこ 川辺部落 みでなくどこでもが同じであ う。実に人間の港だ。海に港に潮のさし引き あるやう 此処にも眼に見えない 満潮、ひき潮がある
 終戦当初まではこんな生き死




流れ寄るやうに日僑部落 今日 どよめき 潮騒と言 。三月十七日
　
星期日







たる問題も自ら解決出来るのではあるま か 個人接収の如き圧迫を次から次へと受けやうと 歯を食ひ つて堪へねばならぬ。苦しいが無条件降伏だもの移民村の人々よ終戦後の新たな 逆境に堪へて行かう…上御一人は堪へ難きを堪へ忍び難きを忍べと仰せられてを深刻なる人生の寂寞に泣くのが本当ではあるが泣い ばかりゐてどうする。照る日もあれば曇る日もある。追はれて去る最後の日ま 鋤鍬握つて頑張らねば…二月十八日
　
星期一











折にふれ貼つてた紙袋を秀 美坊が二林に持つてゆき十七円になつたと笑ひながら帰つてきた。紙袋けふの我が家に秋をつげか…美坊にこんなことをさせようなど とは夢 も思つてゐなかつたのだが余の美坊ぐらいの頃は祖父の前で手習ひをしながらさま〴〵 物語を聞かせて貰ふのが常だつた。
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歳時記によると 「西方の山中に人あり。長丈余。人之を見れば病む。名づけて山□といふ。昔人もしこれに遇はヾ青竹を火中に投ず。竹節炸裂して轟々だり。山□驚きて逃ぐ。役人爆竹を以てこれ 代へ邪気を払ふ」とある。桃符は昔東海索 に蟠曲三千里におよぶ、とにかく大きな桃の木があつてその下に二神あり
 百鬼人を害するも























































































日本人は昔から早熟早老の傾向があつた。四十を初老といふくらゐだ。先般自殺を伝へられた近衛文麿公 話に「私の先祖は大抵四十すぎには隠居してゐます」といふことだが藤原家は無論のこと封建時代には十五、 六才で元服し四十すぎる隠居するのが普通だつたといふ。余今四十にして隠居どころ さわぎでなく働きなほさねばならぬ難関 逢ふ 時 流れに抗 得ざ人間の悩みだ。千鳥啼く内の海辺は孤児の悲しき唄に日の暮れゆくも




















































































































































川辺部落に住家決定す。十二月十一火同僚たちの手伝ひで転居準備整ふ 椎名勲兄の招待を辱うす。十二月十二日早朝日下部諶男兄の饗を戴き二林を引揚ぐ。これから余は南洲翁の「敬天愛人」を念頭におき生きて行く だ。蕭抱、夢在民兄弟道具運搬に特別の配慮 払ってくれる。伊勢脇武男兄の饗宴を辱うす十二月十三日今日も一日中伊勢脇兄のおもてなしにあづかる。家財を取まとめつヽたヾ〳〵感涙にむせぶ。十二月二十三
　
日曜

















この唐詩選の一詩は支那 良民の哀 い気持であらうが現在は日僑がこの気持で正月をも迎へ送るであ う。一月一日
　
星期二























失敗ばかりだつたんだ「兄さんはやつぱり御里に居 れた方がみ ながよくみて下さるわ「然しそんなことお前が心配せん いヽ兄さんは兄さんとし の考へがある。お前もやがて嫁にゆかねばならぬ。兄さんのやることもよーく見ておけ…」「どんなことみておくの…」「男の世界はいろ〳〵なことがある。つまりど な仕事でもときには浮き沈みすることがある「わたしにはわからないわ」「だからよーく兄さ をみてをれつて だよ…」「でも兄さんともお別れよ」「別れる？そして何処へ行くんだ馬鹿！馬鹿者！」














































もう母親はなし、またその母にもまして兄をいとほしんでくれた妹も余を去つて了つたからは兄もこのうつ 世に長らへてゐることはたヾ〳〵苦しみを増すば りである。ただ真白に〳〵咲き出でんとして芽をふいた白百合は蕾のまヽで危うくも落ちてしまつた。こんなに早く終る宿命だ たら何をほつておいてもみてやるんだつた。愚痴ではあるがかうも てやりあヽもし や んだつた。又例え何もしてやれなかつたに ろせめて臨終の際に手を握 てやりたかつた。兄はお前が優しい気立の子供だつたことをよーく知つてをる。今兄の手元に残つてゐるも は幾通 の手紙のみ るが折にふれては手にするとき再びおとづれて数をふやさないけれどお前はやはり今尚生きて兄の胸にある祖父母も父にもお前たち も何一つつ し得な つた兄だこれからはせめて 生前の罪亡ぼしに仏 供養に世を送る が兄の努めであると思つ をる。太平洋に暗雲漲 をると 何た ことだエゴイストだと笑はれ罵られてもいヽ。お前の大きくなつた姿さへ知らな 兄 ん もの……
 
幽明を異にして十余年其の間ゆきづりに見る年頃の娘さん ちにお前もこんなになつ た うこ を思はざる きはなくまぶ の裏の熱くなるのを覚えることもまたしきりだ。もうまさに兄も四十 なん〳〵 して 。お前の元へ帰つて墓参り 日を送つてもいヽ年であおヽヤエよ。お前が待ちこがれてゐた兄はきつとお前の元へ帰つ ゆくぞ
（翻刻）『切れ切れ乃思ひ出　在台湾』　師玉厚：高嶋朋子188
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とも尊い神の聖旨に背くことは出来ない」と抵抗することなく、小羊の如くふ へつヽ尚清く美しく正しく生きてきた叔母、マリアおとみ！行く人はあれど向ひ来る人はわれに今なし寂しからずやとはかつの叔母の身に思ひ合はされ が、しかし の体験は余等の想像もつかないほど心楽しいものであるかも知れない。清浄な心身共に洗 れたやうな明け暮れであらう！余を誰れよりも好きだといふ叔母！邪神といふものを持たない叔母！ずつと以前のことだが余が「敬神愛人」と書き送つたのを無心に喜
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正岡蓉先生がフィッセーの 「現代の三角物語」 翻案して 「恋のケーブルカー」と台紙落語家気取りで茶色御召 羽織をつけてはやし鳴物入でやり、国民座 森英次郎、三好栄子、出雲美樹子三氏の芝居本読み等あり大いに賑ふ。夜は六時半より「人形の家」 「荒み行く女性」の映画公開あるも余は所用ありて後髪を引かるヽ思ひで帰り来たれり（昭二、 四、 二六記於大阪）六、あの頃この頃余の総本家清原家に一人娘がをる。約十里も離れてゐる で曽つて逢つたことはなかつたがかれいと子に対しロマンチツクな憧れとでもいふのか淡い心 ときめきを覚えてゐた幼少の折だつたいと子の父が家に見えて「 とを厚にやらう」 「それは願つて ないことはある 一人娘は世負へまい」「二人で両方をみせたらいヽさ」「そんなことは出来ないこともないが厚を廃嫡していとの元へやらう
 こちらはやえもをるんだから…」
こんなことを何気なしに次の間で聞いてそれまで 家の者から話だ
けを聞かされてゐたいと子に逢つてみたいと思つてゐた。かくて月立ち日立ちまだ見ぬ娘への淡いあこがれ先方は一人娘だし余は父が紬商売ですつかり失敗してしま 学資すらないほどの家の長男であるといふ家庭の境遇を持ち出す迄もなく余等はまたあまりにも若 つた。いはヾ宵にぽつかりと咲く月下美人草のやうに淡くだが懐かしいものではあつた。いつか逢いたい〳〵と思ひながらつ ぞその降りもなく二十一になつた。徴兵検査のため帰省中時た 〳〵聖上陛下が奄美行幸を仰出され古仁屋港に御上陸遊ばされることになつた。其の折初めていと子に ふことが出来た であるが と子 美しい姿だけは年と共に鮮かにそして麗しく余の魂 奥底にく きり 描かれてゐる。もし余に初恋なんていふものがあつたとしたらこ いと子であらう。余の父の従妹にとめといふのがゐる。これが余の許嫁ともいへるも だつた。なるほどとめは双方の家できめたものではあつたが何分二人は幼頃からまるで兄妹 やうな育ち方をした 世間によくある結婚前の許嫁みたいに濃厚な恋愛感情など殆んど無い い て か 。だからといつてお互に結婚する気持も愛し合 心持ちも全然無いのかといえばさうではなかつた。たヾ何しろ長い間のこと ので半年 一年の婚約の仲 やうに人目




言葉の芸術である言葉 動物の鳴き声である。私流の解釈は夢と同じ……私は子供の頃夜外に出たり便所に行つたりする時恐いもんだから一人でよう行かなかつた。 父が 「何が恐いか」 つたら私は 「何が恐いのかわからぬ。知つてゐ らこわくはない」と答へた。誰もが道で怪物に会ふ。すると行過 も判断ができるまでは恐い……芥川龍之介先生
　
題「舌頭小説」





































































幹登壇選定のご盛徳の数々を奉悼辞として朗読し終て大阪音楽学校合唱団が奉唱する「地にひれ伏 て天地 、いのり 誠入れられず…」との奉悼歌しめやかに漲る。これより映画となり、式は閉じる。外気にふるれば味気なき片割月
 力なき光を投げ、吹く風は寒
く大事は哀しみの薄 氷 とざヽれ寂しく静まり返り。薄墨の「奉悼 の文字浮く白張りの提灯もまた一しほさび く今宵の街頭はいかなる時 比ぶるものなきまで 凍りを り。 （昭二、 二、七記於大阪）五、文学の集い其の一 日本文学全集出る頃「物をもいはず、ひとり酒のみて、心に問ひ、心に語る」といふ芭蕉の一生を貫いてゐると つてもいヽ孤独寂寥 人生観はさ がらまた世 姿なり。斯く観するとき自ら魂に鞭ち、心を立て直して一
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たなるを覚ゆ。申すも畏きことながら世は大正九年春鹿児島市にて一回、十四年大阪市にて一回拝顔申し上げをり、これにて三回目なり。殊に本日は玉歩をはこばせ給ふ路はば狭まかりし為め僅かに一間を置いて拝するの光栄に浴したのであるがかヽることは以後の生涯に絶対に有り得ないであらう。昭和の新日本を統べ給ふ陛下 泰西の文物が前世紀の古い殻を脱ぎ捨て、廿世紀に其の第一歩を踏み入れ 最初の陽春四月二十九日に御誕生あらせらる。これこそ 昭和時代の洋々たる前途を点が予示せるもので う（昭和二、 八、 七記於古仁屋）当時余は徴兵検査に規制してそのまヽ踏止まつてゐた時なので祖父と妹の八重を伴なひ古仁屋にて拝顔 光栄に良くしたのであ その際祖父は「畏れ多いことだが明治天皇様は自分と同年 子 年であらせられた
 そして六十一の還暦におかくれ遊ばされた。またこ
の前は大正天皇様がお崩れになつた。神様はわれ〳〵如き 御召しになつて高貴の御方 いつ〳〵までも御在世遊ばさ すやう なされたらいヽに…」 老 メをしばたヽきな ら語つた。 祖父も今は亡い。歴史物語をなすと夜の更くるを知らなかつた祖父は折 ふれて四書五経をも余に伝習せんとしたが余は歴史は興を覚えて熱心だつたが漢学は子日子日 大声をた ヽゐたが後 文句はちんぷんかんぷんでさつぱり駄目だつた。正史に見ざる数多の史実 先祖代々語り伝え来たりしに父は祖父より先に世を去り世は十七にして家を飛び出し語り継ぐべき たヾ片鱗のみ るは今更に嘆けどもせんなく実に余は天下の不幸者であり馬鹿者である
台湾にこの身捨つとも心こそは
永久に告げなむ祖父の姿哉
樋口一葉は物質的困窮の中にあつて「我れは人の世に病苦と失望を慰めんために産まれ来つる詩の神の子なり…しかして此の世ほろびざる限り、 わが詩は人の命となりぬべき 」と書いたそうである。ドブロリユーボフ 二十五歳に充たないで死んだ時彼の先輩は「私も亦有益な人間である。しかし彼が死ぬより私が死んだ方がよかつた」と言つたそうである。祖父を偲ぶ度にかうしたことをつく〴〵思ふ。四、大正天皇崩御大正十五年十二月二十五日午前三時五十八分投入された号外は黒枠に　「天皇陛下崩御遊ばさる午前一時二十五分」とある。第五号外の頃まで師走のからつ風がヒユー〳〵と狂女 やうな叫び声をあげ、また雪も少しあつたが、いつしかそれはやんでゐた。かくてな わの街々をゆり動かす鈴の音が崩御を伝へる悲報だつた。力なげな夕陽がうすれ沈鬱な暮の色に 立ち去ることを忘れて神前に頭を下 るいとけなきものヽ純一無垢な赤誠 ら老若男女のひらすら 御平癒を祈りし切 る至誠も今はたヾ悲し思ひ出 な 。畏くも天皇皇后両陛下、 皇太后陛下、 英国より御帰朝を急がせらるヽ秩父宮殿下、並に高松宮殿下、澄宮殿 の御嘆きは御如何に らせられよう。盈つれば欠くる世の習はせは一天万乗の大君 のがれ給はず。崩御遊ばさ しこそ悲しき極である（昭元、 二 二五記
（翻刻）『切れ切れ乃思ひ出　在台湾』　師玉厚：高嶋朋子196











龍顔を排し奉りし祖父当正志及当喜二の姿である。奄美の山や海朗らかに明け陽光映ゆる今日、二十 万同胞 一斉に挙げし歓呼の声。聖上陛下には連合艦隊戦闘射撃及び爆撃実験を御親閲のため太平洋に御巡航遊ばされ御ついでをもつて民情御視察のため小笠原島並に本島 行幸あらせら る御模様と報ぜられてより島民歓喜しひたすらこ 日を御街申 た。昨六日夕刻清らかな水面を辷り入る軍艦、四隻目に天皇旗橋頭高く翻るこれ山城で五隻目は供奉の扶桑なり。此 光景誰か感涙せざる者あ ん。一夜明けて皇礼砲（二十一発） 発射と共に御上陸遊ばされる。神代は天孫の降 給いしと聞きつれど の本島へ公式に成らせられしは嚆矢なれば歓びばかりの中にとき 移りゆく筈なるものを世は諒闇の憂愁にありたれば島民は物静かにして国喪に服する様おごそこかにしてまた粛かなりき。城の海軍服を召され喪章を附せらるヽを拝しては今更 如く涙の新
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の聞き取り調査によっていくつかの証言は得ているが、当時書かれた個人の資料としてはこの厚氏の日記以外に 確認できていない。厚氏が小さくても家族三人で暮らせる家屋 購入を急いだことは、収容所の食糧事情や衛生状態に問題があったという聞き取り調査の証言と突き合わせて考えることが きるだろう。また、厚氏の日記からは、 いつ島に帰れるかわからない暗澹たる気持ちを抱えながら、生計の一部を闇市に頼る生活だったことがうか え 。公の資料には現れない、奄美群島出身引揚者の生活記録とし 興味深い。
筆者は、この厚氏の「敗戦日記」と同時期にアツミ氏が書いた
日記も、同時にお借りして閲覧している。父 娘、それぞれの眼から見た、敗戦後の台湾生活と奄美大島への引揚げを待つ鹿児島で生活（アツミ氏の日記は奄美大島への引揚げ後も続いている） 記録は非常に貴重であり、アツミ氏の日記 翻刻も行いた と考えている。
なお、厚氏が残した手記群について調査を行った東京外国語大
学友常勉教授によれば、厚氏の手記は本資料以外に、一九三〇年代の日記を中心に四冊の存在が確認されたと伺っている。凡例〇一般名詞や一般動詞などにおける、明らかな漢字の誤字・脱字の場合は訂正を加え、断り書きは付していない。〇判読できない文字は□とした。



















二〇一六年二月に、 『切れ〴〵乃思ひ出』をお借りして閲覧し 。自家製本された一〇〇頁余の手記は 湾生活の最後期ごろから書かれ始めたもので十一章から成 ており、過去の日記を書き起こしたものや雑文によって構成されている。
しかし、最後の十一章はやや性格が異なる。十一章は、 「明日よ
り出勤するに及ばず」 との命令を受けた一九四五年十二月六日から、奄美大島に引き揚げる前の一九四六年十月二日までの記録で「敗戦日記」と題されており、内容から、①台湾 日本への引揚待機期間中の四十九日分の日記（一九四六年四月六日まで）と、② 船が和歌山に着き、陸路で鹿児島市に到着してから奄美大島へ引き揚
げるまでの待機期間中十五日分の日記（一九四六年四月八日から一九四六年十月二日まで）と、大別することができる。
①では、夫婦と娘の三人家族だった師玉家は、台中州比斗郡二
林庄にあった住宅から同州沙山庄秋津村川辺部落へ転居した。沙山庄は一九三二年に台湾西部初の農業移民招致地として定められ 地域で、仕事と土地を求めて移住した日本人が居住しており、特に九州出身者が多かった。厚氏は、当時秋津青年学校で指導員をしていた熊本 の猿渡城人氏を頼って この転居を進めている。敗戦後の在台日 人にとって食糧調達や現地人から 報復が問題だったことについては、筆 行ってきた台湾引揚者への聞き取り調査でも証言があっ が、厚氏 日記でも、数家族が協力して田畑を耕し作物を得ていた様子や近隣の日本人村が強盗 襲われたことなど 記されている。
また、上記した②にあたる、鹿児島市における奄美大島への引
揚待機期間中の日記も貴重である。日本から行政分離され アメリカの統治下に置かれ 範囲が確定す まで、沖縄県と北緯三十度以南の鹿児島県に本籍を持つ引揚者は、鹿児島市内などに作られ揚者収容施設で、または親類をたよ て 一時的な生活を送らざるを得ず、島へ 引揚船 乗る順番待ちのために数ヶ月もの間そこで足留めされていた。こうした各島に引き げるまでの厳しい生活ついては、あまり知られていない。筆者は奄美群島出身 引揚者へ
翻刻
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